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ホームカミングデー懇親会
軽食（オードブル・サンドウィッチ・デザート等とお飲み物）をご
用意しております。
日時：10月25日（土）15時〜16時30分
場所：第二講義棟15階レセプションルーム
会費：無料

NACK５の公開放送、
コンサートも同日開催！
恒例となりましたFM NACK５の公開放
送、旬なアーティストを迎えてのコンサー
トも併せてお楽しみください。

★FM NACK５ ヒッツ・ザ・タウン
　日時：10月25日（土）
　場所：講義棟１階
　※ ゲスト等の詳細は、決定次第大学

ホームページ等でご案内します。

★Live in Syunki Fes 2014
　日時：10月25日（土）
　　　　16時オープン／17時スタート
　出演：9nine
　場所：体育館２階
　※ お問い合わせ
　　駿輝祭実行委員会コンサート部
　　042-972-1169
　　受付時間：月～金／12：40～17；00

　

毎
年
駿
輝
祭
の
初
日
に
開
催
し

て
い
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
生
と

教
職
員
が
母
校
で
集
い
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
同

窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
父
母
会
共

催
の
講
演
会
で
は
、
ル
ー
大
柴
氏

を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

講
演
会
の
後
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を

行
い
ま
す
。
近
年
は
お
子
様
連
れ

の
ご
来
場
も
多
く
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
懐
か
し
い
同
窓
生
や

教
職
員
と
の
懇
談
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
、
大
学
時
代
の
お
友
だ
ち

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
母
校
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

講演テーマ
「人生マウンテンありバレーあり」
日時：１０月２５日（土）１３時〜１４時３０分
場所：第二講義棟４階７４０５教室
会費：無料（先着順・申込不要）

ルー大柴氏プロフィール
1954年新宿に生まれる。日本語と英語を
トゥギャザーした話術を使う独自のキャラク
ターで活躍。芸能活動のほか、2007年NHK
みんなのうたに採用された「MOTTAINAI」
をキッカケに、富士山麓の清掃や地域のゴ
ミ拾いをするなど環境活動にも積極的に取

ルー大柴氏講演会

　

９
月
６
日
（
土
）、
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
、
同
窓
会
・
父
母

会
の
福
島
支
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
で
は
例
年
５
月
に
総
会
、
10
月

に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
飯
能
を
訪
れ
る
機
会
の
少
な

い
遠
方
の
卒
業
生
に
も
母
校
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
一
昨
年

よ
り
各
地
（
北
海
道
・
新
潟
・
長
野
）
で
「
支
部
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
や
大
学
近
況
報
告
の
後
、
福
島
県
民
栄
誉
賞

を
受
賞
し
た
鈴
木
猛
史
さ
ん
（
猪
苗
代
町
出
身
、
平
成
23
年
文
化
情
報
学
部
卒
）

の
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
、
最
後
に
懇
親
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
出
席

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
生
同
士
、
ま
た
は

教
職
員
と
の
交
流
を
通
じ
、
母
校
で
の
楽
し
い
思
い
出
を
振
り
返
る
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

去
る
９
月
６
日
（
土
）、
駿
河
台
大
学
同
窓
会
長
野
支
部
発
足
１
周
年
記
念

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
軽
井
沢
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
駿
河
台
学
園
軽
井
沢
学
習
研
修
所
と
い
う

グ
ル
ー
プ
施
設
。
お
堅
い
名
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
敷
地
に
は
広
大
な
中
庭

が
あ
り
、ま
さ
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
も
っ
て
こ
い
の
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
信
州
ら
し
く
新
鮮
な
果
物
や
家

庭
菜
園
で
収
穫
し
た
野
菜
を
持
ち
よ
り
、
買
い
出
し
や
仕
込
み
も
全
員
で
協

力
し
て
行
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
夕
方
ま
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

み
、
そ
の
後
は
２
次
会
か
ら
３
次
会
と
夜
中
ま
で
宴
は
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
長
野
県
出
身
現
役
在
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
卒
業
後
に
地

元
（
地
方
）
へ
戻
っ
て
の
就
職
や
生
活
に
つ
い
て
相
談
す
る
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
る
現
役
在
学
生
と
若
者
減
少
に
悩

む
地
方
社
会
の
双
方
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
時
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
各
県
毎
に
卒
業
生
と
現
役
在
学
生
が
交
流
で
き
る
よ
う
な
場
を
同
窓
会
主
催
で
開
催
し
て
み
る
の
も

面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
教
職
員
・
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
遠
方
よ
り
お
越
し
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
長
野
県
在
住
卒
業

生
や
長
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん
、
長
野
支
部
を
一
言
で
表
す
な
ら
「
新
鮮
な
懐
か
し
さ
」。
卒
業
年
度

は
違
え
ど
生
ま
れ
故
郷
と
楽
し
か
っ
た
飯
能
で
の
思
い
出
は
皆
同
じ
で
す
。
今
後
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
長
野
支
部
の
皆
さ
ん
、
２
年
目
以
降
も
「
ズ
ク
」
出
し
て
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

長
野
支
部
会
を
開
催
し
ま
し
た

同
窓
会・父
母
会
の
福
島
支
部
会
を
開
催
し
ま
し
た

昨年の懇親会

り組む。趣味はドジョウやメダカの採集、水墨画。茶道・遠州流師範、山野美
容芸術短期大学客員教授も務める。

(

報
告
・
長
野
支
部
会)

駿輝祭のイベント情報は、特設
サイト（http://syunki.sakura.
ne.jp）でご確認ください！

第28回駿輝祭のご案内
10月25日（土）・26日（日）飯能キャンパスにて開催

父母会と合同の懇親パーティ 参加者の皆さんと



卒業生が特別講義 
「経済Today」で講師に

　社会の第一線で活躍している方々に、経済社会の「現場」
の状況やこれからの生き方についてのアドバイスをご教示い
ただく『経済Today』の講義で、 2 人の卒業生が特別講義
を行ないました。
　７月９日（水）は、本学卒
業生第一号の公認会計士で、
現在「監査法人トーマツ」に
勤務されている舩津丸仁さん
（平成18年経済学部卒）が、
以前勤務されていた広告代理
店での仕事からみたテレビ業
界の話や、現在の会計・監査の仕事について講義されました。
とくに、「夢」をみつけること、今できることを先延ばしにせず、
今すぐ始めることが大切という後輩へのアドバイスが聴講生の
心に強く刻み込まれたようです。
　７月16日（水）には、「FM NACK5」の東京営業部次長
の松山法友さん（平成７年経済学部卒）が、ラジオ業界とく
にFMラジオについて講義をされました。後発でしかも埼玉
地域に根差したFM NACK5が、関東圏のラジオで聴取率１
位を獲得するに至った経営戦略、今までの競合相手と違った
独自性をどう出していったのかというお話は、まさにこれか
ら実社会に出ようとしている学生には、今後の生き方を考え
る上で大いに参考になったようです。
　経済経営学部では、現実社会（現場）に根差した「生きる

力」の養成に力を注ぎ、様々
な企画を行っていきます。学
生にとって身近な社会人で
ある卒業生の活躍は、彼らに
とって大きな励みとなるで
しょう。講師のお２人、お忙
しいところありがとうござ
いました。

同
窓
会
事
務
局
よ
り

学
生
応
援
企
画
費
に
つ
い
て

　

準
会
員
で
あ
る
在
学
生
の
た
め
の
「
学
生
応

援
企
画
費
」
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
は
次
の

と
お
り
活
用
い
た
し
ま
し
た
（
計
２
０
６
，

０
０
０
円
）。

・
学
生
表
彰
対
象
者
へ
の
副
賞
寄
付

　

成
績
優
秀
者
や
部
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
で
顕
著
な
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る

学
生
表
彰
制
度
の
対
象
学
生
へ
、
同
窓
会
か
ら

副
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

・
学
生
論
文
へ
の
褒
賞

　

法
学
部
で
実
施
し
た
「
懸
賞
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
４
作
品
に
対
し
、
懸
賞
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
経
営
学
部
の
優
秀
論

文
６
作
品
に
対
し
、
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
・
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方
へ

・
駿
河
台
大
学
貸
与
奨
学
生
の
方

　

毎
年
11
月
頃
に
、
本
学
よ
り
ご
登
録
住
所
に

「
勧
奨
状
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
12
月
末
日

ま
で
に
返
還
金
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の
方

　

奨
学
金
の
返
還
は
、
卒
業
し
た
年
の
10
月
27

日（
金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

か
ら
、
月
賦
返
還
ま
た
は
月
賦
・
半
年
賦
併
用

返
還
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
奨
学
金

の
返
還
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」
も
し
く
は
「
奨

学
金
減
額
返
還
願
」
を
日
本
学
生
支
援
機
構
に

提
出
し
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
各

手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
学
生
支
援
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
奨
学

金
返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
０
５
７
０
－
６
６
６
－

３
０
１
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

卒
業
証
明
書
・
学
業
成
績
証
明

書
の
発
行
に
つ
い
て

・
窓
口
で
の
申
し
込
み

　
証
明
書
自
動
発
行
機
（
第
二
講
義
棟
正
面
入
り

口
を
入
っ
て
左
手
）
で
、
必
要
通
数
分
の
手
数

料（
１
通
２
０
０
円
）の
申
請
書
を
購
入
後
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
学
生
支
援
課
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
即
時
発
行
い
た
し
ま
す
。

※ 

免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
の
身
分
証
明
書
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
時
間
：
９
時
～
17
時（
月
～
土
）。
入
構

制
限
日
等
の
た
め
に
発
行
で
き
な
い
日
が
あ

り
ま
す
。
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
郵
送
で
の
申
し
込
み

　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
証
明
書
申
込
用

紙
を
印
刷
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
手
数

料
と
返
信
用
郵
送
料
を
合
わ
せ
た
額
の
切
手
及

び
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
、
下
記
ま

で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

郵
送
先
：
〒
３
５
７-

８
５
５
５
埼
玉
県
飯
能

市
阿
須
６
９
８　

駿
河
台
大
学
学
生
支
援
課　

〇
〇
学
部
担
当

※ 

○
○
は
卒
業
学
部
。「
証
明
書
申
込
書
在
中
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催

 

報
告
・
吉
田
将
卓
さ
ん

 

（
平
成
10
年
法
学
部
卒
）

　

平
成
26
年
３
月
８
日（
土
）
に
、
群
馬
県
富

岡
市
藤
木
の
富
岡
倶
楽
部
に
て
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ

Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
早
春
の
心
地

よ
い
気
候
の
中
、
卒
業
生
８
名
・
現
役
学
生
４

名
に
加
え
、
ゴ
ル
フ
部
顧
問
の
松
平
光
徳
先
生

に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
合
計
13
名
に
て
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
会
に
は
約
85
名
の
卒

業
生
が
お
り
ま
す
。
卒
業
生
相
互
の
懇
親
を
目

的
に
年
２
回
（
春
・
秋
）
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
、
さ
ら
に
現
役
ゴ
ル
フ
部
員
の
有
志
に

も
参
加
を
し
て
も
ら
う
事
で
交
流
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合

や
現
住
所
の
関

係
で
参
加
が
で

き
な
い
卒
業
生

も
多
く
お
り
ま

す
が
、
今
後
も

継
続
的
に
開
催

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
駿
大
地
域
フ
ェ
ス
タ
」

　

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
駿
大
地
域
フ
ェ

ス
タ
」
で
は
、
本
学
の
美
し
い
桜
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
地
域
の
方
に
飯
能
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
30
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
佐
藤
真
海
さ

ん（
女
子
陸
上
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
元
飯
能

の
物
産
展
や
模
擬
店
等
の
企
画
が
用
意
さ
れ
、

多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
学
生
時
代
に
親

し
ん
だ
駿
大
の
桜
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

本
学
が
「
子
ど
も
大
学
は
ん
の

う
」
の
教
室
に

　
「
子
ど
も
大
学
は
ん
の
う
」
は
、
本
学
と
飯

能
商
工
会
議
所
・
飯
能
市
教
育
委
員
会
・
埼
玉

県
教
育
委
員
会
が
連
携
・
企
画
し
、
飯
能
市
内

の
小
学
生
を
対
象
に
、
大
学
の
教
員
や
地
域
の

専
門
家
等
が
授
業
を
行
う
も
の
で
す
。「
駿
大

の
里
山
」
で
の
秘
密
基
地
づ
く
り
、
飯
能
産
の

西
川
材
を
使
用
し
た
コ
マ
作
り
、
飯
能
の
歴
史

を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
」
等
、
10
月
25
日
（
土
）

の
修
了
式
ま
で
の
全
６
回
、
子
ど
も
達
の
好
奇

心
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

駿
河
台
大
学
は
、
地
域
に
根
差
し
た
大
学
を

目
指
し
て
、
今
後
も
地
域
と
の
協
同
・
活
性
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

生
前
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

・
元
文
化
情
報
学
部
教
授　

寺
村
由
比
子
先
生
は
、

　
　

平
成
26
年
１
月
26
日（
日
）に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
元
経
済
学
部
教
授　

河
野
豊
弘
先
生
は
、

　
　

平
成
26
年
７
月
５
日（
土
）に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

松山さん

舩津丸さん

後列左端が松平先生、右端が吉田さん



　

５
月
24
日（
土
）、
平
成
26
年
度
同
窓
会
総
会

を
駿
河
台
大
学
第
二
講
義
棟
14
階
会
議
室
に

て
、懇
親
会
を
ホ
テ
ル
・
ヘ
リ
テ
イ
ジ
飯
能（
旧

飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）に
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
12
時
半
よ
り
役
員
会
が
開
か

れ
、
昨
年
度
の
会
計
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計

画
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
14
時
か
ら

開
始
し
た
総
会
の
昌
頭
で
は
、
同
窓
会
名
誉
顧

問
の
川
村
正
幸
学
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
村
正
幸
学
長
か
ら
の
ご
挨
拶

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
大
学
お
よ
び

学
生
に
対
し
て
様
々
な
ご
支
援
を
戴
き
、
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
の
開
会
に
当
た
り
、

大
学
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
少
し
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
会
に
よ
る
本
学
の
教
育
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
平
成
26
年
度
の
寄
附
講
座
と
し
て
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
」、「
森
林
文
化
実
習
」、

お
よ
び
「
ま
ち
づ
く
り
実
践
」
と
い
う
３
つ
の

講
義
に
ご
寄
付
戴
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
講
義
に
卒
業
生
の
方
々
が
講
師
と
し
て
参

加
し
て
い
く
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
戴
い
て

い
ま
す
。
ご
支
援
に
つ
き
ま
し
て
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
本
学
の
中
期
計
画
で
あ

る
「
駿
河
台
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
実

施
の
た
め
に
、
新
し
い
教
育
を
行
う
専
用
教
室

の
整
備
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
各
学

部
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
実
施
の
た
め
の
経
費

に
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

つ
き
ま
し
て
も
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
本
大
学
の
現
状
を
お
話
し
し
ま
す
。

本
学
は
、
少
子
化
の
進
行
の
影
響
を
受
け
て
、

こ
の
数
年
、
学
生
確
保
の
面
で
大
変
苦
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
新
入
生
に
つ
い
て

は
、
５
学
部
中
３
学
部
で
定
員
割
れ
と
な
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
学
は
、
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
改
善
し
て
い
く
た
め

に
、２
０
１
２
年
秋
に
先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た「
駿

河
台
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」を
公
表
し
て
、

大
規
模
な
大
学
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
中
期
計
画
を
定
め
る
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、本
学
が
目
指
す
べ
き
大
学
像
を
示
し
、

そ
れ
に
向
け
て
本
学
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で

あ
り
ま
す｢

愛
情
教
育｣

の
理
念
と
共
に
、
現
在

進
め
て
い
る
改
革
の
柱
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
の
改
革
は
こ
の
柱
か
ら
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
改
革
が
目
指
す
の
は
、
質

の
高
い
教
育
に
よ
っ
て
学
生
を
育
て
て
、
よ
り

多
く
の
学
生
が
就
職
で
き
る
と
い
う
流
れ
を
作

り
出
す
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
改
革

で
す
。
本
大
学
の
教
育
の
目
的
は
、
高
度
な
専

門
知
識
を
教
授
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と

し
て
通
用
す
る
力
を
身
に
付
け
る
教
育
を
行
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

重
要
な
目
的
は
、
学
生
の
社
会
人
と
し
て
の
基

礎
的
な
力
（
こ
れ
を
社
会
人
基
礎
力
と
言
い
ま

す
）
を
高
め
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

間
に
育
て
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
本
学
は
、

一
年
次
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
、
社
会
に
目
を
向

け
る
教
育
を
徹
底
す
る
と
共
に
、
体
系
的
で
効

果
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
す
べ
て
の
講
義
及
び
演
習
の
中
で
、
学

生
の
社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る
こ
と
を
、
最
重

要
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

は
、
本
大
学
は｢

教
育
力
の
駿
大｣

を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
で

は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
が
重
要

な
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
、
主
体
的
に

考
え
、
行
動
す
る
力
を
養
う
教
育
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
生

が
主
体
的
に
問
題
を
発
見
し
、
解
決
を
見
い
だ

し
て
い
く
能
動
的
学
習
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
な
ど
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

｢

教
育
力
の
駿
大｣

の
実
現
は
、
本
大
学
の
将
来

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
年
2
月
に
は
、
学
長
提
言
と

し
て
、｢

教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４｣

を

公
表
し
、｢

教
育
力
の
駿
大｣

の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
方
策
を
示
し
て
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
生
は
、
大
学
教
育
が
就
職
に
結

び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
教

育
が
就
職
に
結
び
つ
く
と
い
う
状
況
を
作
り
出

す
こ
と
は
、
本
学
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
た

め
に
不
可
欠
な
事
柄
で
す
。
本
学
で
は
、
一
人

で
も
多
く
の
学
生
が
就
職
で
き
る
よ
う
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連
携
し
た
親
身
な
就
職
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
学
独
自
の
組
織
で
あ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
教
員
と
職
員
と
が
一
体
化

し
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
て
、
全

教
員
が
協
力
し
て
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
就

職
率
は
こ
の
数
年
、
毎
年
年
を
追
っ
て
改
善
し

て
い
ま
す
。
今
年
卒
業
し
た
学
生
さ
ん
に
つ
い

て
言
え
ば
、
就
職
率
は
、
全
学
平
均
で
は
85
・

６
％
と
、昨
年
度
を
３
％
ほ
ど
上
回
っ
て
お
り
、

最
も
高
い
現
代
文
化
学
部
で
は
94
・
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
卒
業
生
の
皆
様
が
誇
り
を
も
て
る

大
学
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、

同
窓
会
の
皆
様
か
ら
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、

ご
助
言
を
戴
い
て
、
よ
り
よ
い
大
学
に
向
け
て

改
革
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以

上
、
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
度

同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
開
催
報
告

平
成
26
年
度 

同
窓
会
総
会
議
事

１　

平
成
26
年
度
役
員
に
つ
い
て

２　

 

平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て

３　

平
成
25
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

４　

 

平
成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
案
に
つ
い
て

※�

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

新役員のご紹介
　今年度より、引木智徳さん（ひきぎとものり／平成26年現代文化学部卒）を役員に迎え、
同窓会事業を盛り立ててまいります。

引木さんにインタビュー
＊今のお仕事は？
　�「今年４月より飯能市役所の体育課に勤務しています。『飯能新緑ツーデーマーチ』等のイベ
ントの運営や、体育施設の貸出を担当しています。」
＊どんな学生時代でしたか？
　�「現代文化学部スポーツ文化コースに所属し、実技の授業では水泳やトレーニングセンター
で器械体操をやっていました。また、部活動ではホッケーに打ち込んでいて、公務員を目指
してからは、試験勉強と競技の両立が大変でした。社会人となった今でも、ホッケー部のコー

チとして学生の指導をしています。」
　在学時は主将として活躍していた引木さん。現在は飯能市役所のホッケー部に所属
し、埼玉県代表で国体に出場する現役選手として、競技を続けているそうです。
＊飯能の魅力は？
　�「飯能は、『ホッケーのまち』（※飯能市が国体のホッケー競技会場となったのをきっ
かけに多くのチームが活動）であることに加え、地元岩手を思い起こさせる緑の豊か
さが魅力です。飯能と大学はもっと連携できると思うので、同窓会を介して協力して
いきたいです。」

　この３月に本学を卒業したばかりの引木さん。これからのご活躍を期待します！

川村正幸学長



平
成
25
年
度
事
業
報
告

　

同
窓
会
で
は
平
成
25
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
支
援
費
」（
予
算�

１
，０
０
０
万
円
）
を
計
上
し
て
お
り
、
合
計�

８
，０
３
６
，１
８
４
円
を
支
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

�

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
各
学
部
が

策
定
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
実
施
計

画
）
に
対
す
る
援
助
（
小
計
８
４
５
，

４
８
４
円
）

　

・�

女
子
学
生
を
中
心
と
す
る
就
職
活
動
報
告

会
と
懇
親
会
の
実
施
経
費
（
法
学
部
）

　

・�

ク
リ
ッ
カ
ー
（
回
答
集
約
機
）
を
用
い
た

先
端
的
授
業
の
導
入
費（
経
済
経
営
学
部
）

　

・�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
へ
の
広
報

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
費
（
メ
デ
ィ
ア
情

報
学
部
）
等

�

学
生
満
足
度
向
上
（
学
生
の
居
場
所
確
保
）

を
目
的
と
し
た
、
第
二
講
義
棟
15
階
ラ�

ウ
ン
ジ
の
開
放
に
伴
う
施
設
改
修
経
費
の

援
助
（
小
計
７
，１
９
０
，７
０
０
円
）

　

・�

イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
等
購
入
費

　

・�

天
井
照
明
器
具
の
交
換
工
事
費

　

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費　

等

　

※�

従
来
、
第
二
講
義
棟
15
階
は
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
の
み
開

放
し
て
い
ま
し
た
が
、
椅
子
や
机
を
入
れ

替
え
て
、
学
生
が
自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
ラ

ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
援
助
に
対
し
、
佐
古
年
穂
副
学
長
（
心

理
学
部
教
授
）
か
ら
も
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
併

せ
て
同
窓
会
寄
附
講
座
で
あ
る
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」「
ま
ち
づ
く
り
実
践
」「
森
林
文
化
実
習
」

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画

　

引
き
続
き
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
支
援
費�

（
１
，０
０
０
万
円
）
を
予
算
計
上
し
、
教
育
・

学
生
の
資
質
向
上
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組

み
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
支
出
内
容
に

つ
い
て
は
、
決
定
次
第
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成
25
年

度
卒
業
生
か
ら
の
卒
業
寄
附
と
し
て
、
陸
上
競

技
部
及
び
駅
伝
部
が
使
用
す
る
測
定
器
を
購
入

い
た
し
ま
し
た
。
科
学
的
な
測
定
値
に
基
づ
い

た
体
調
管
理
に
よ
り
故
障
者
を
減
ら
し
、
競
技

役　
　
　

職

氏　
　
　

名

卒　

業　

年

学　
　
　

部

会　
　
　

長

中　

島　

俊　

夫

平
成
７
年
卒

法
学
部

副　

会　

長

桐　

生　
　
　

岳

平
成
５
年
卒

法
学
部

新　

井　
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成
績
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

懇
親
会

　

17
時
よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
・
ヘ
リ
テ

イ
ジ
飯
能
に
移
し
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
と

な
り
ま
し
た
。
桐
生
岳
副
会
長
に
よ
る

乾
杯
の
ご
挨
拶
の
後
は
、
今
年
３
月
の

ソ
チ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
座
位
に
お
い
て
、
金
・
銅
と
２
つ

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
鈴
木
猛
史
さ
ん

（
平
成
23
年
文
化
情
報
学
部
卒
）
よ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
報
告
が
あ
り
、
ソ

チ
で
の
競
技
の
模
様
が
ス
ク
リ
ー
ン
で

紹
介
さ
れ
る
と
、
鈴
木
さ
ん
が
当
時
を

振
り
返
っ
て
コ
メ
ン
ト
を
添
え
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
つ
の
メ
ダ

ル
が
会
場
内
に
展
示
さ
れ
る
と
、
メ
ダ

ル
を
手
に
乗
せ
た
り
首
に
下
げ
て
写
真

を
撮
る
来
場
者
の
姿
も
見
ら
れ
、
貴
重

な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

恒
例
の
余
興
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
現

役
学
生
が
選
り
す
ぐ
り
の
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
特
に
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
」
の
演
奏
が
始
ま
る

と
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍

子
が
沸
き
起
こ
り
、
大
い
に
パ
ー
テ
ィ

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
プ
ロ
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン

グ
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
現
役
学

生
の
木
﨑
優
典
く
ん
（
き
ざ
き
ま
さ
の

り
／
法
学
部
４
年
生
）
が
登
壇
し
、
同

窓
会
で
作
成
し
た
試
合
用
の
ト
ラ
ン
ク

ス
を
披
露
。
木
﨑
く
ん
か
ら
次
の
試
合

に
向
け
て
力
強
く
意
気
込
み
が
語
ら
れ

る
と
、
卒
業
生
か
ら
も
励
ま
し
の
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
浩
一
委
員
の
中
締
め
挨
拶
の
後
、

吹
奏
楽
部
の
伴
奏
に
よ
る
校
歌
斉
唱
を

も
っ
て
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
・
懇
親
会
と
も
に
、
多
く
の

卒
業
生
や
ご
家
族
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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吹奏楽部の皆さん
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